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90 

）（3
）。
と
く
に
本
研
究
が
取
り
扱
う
一
九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年

代
に
か
け
て
は
、
白
人
中
産
階
級
の
言
語
、
文
化
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ

た
Ｉ
Ｑ
テ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
特
殊
学
級
に
通
学
す
る
黒
人
学
生
の
割
合
は

白
人
と
比
べ
て
異
常
に
高
く
、
教
育
可
能
な
精
神
遅
滞
（Educable 

M
entally Retarded

）
の
学
生
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
（W

hite 105︲

13
）。
言
語
面
で
い
え
ば
、
テ
ス
ト
の
指
示
文
で
用
い
ら
れ
る
言
語
、
語

彙
問
題
の
内
容（

4
）が
、
主
と
し
て
白
人
中
産
階
級
の
言
語
使
用
に
準
拠
し

て
お
り
（W

illiam
s 1975

）、
白
人
の
言
語
を
使
用
し
て
こ
な
か
っ
た
多

く
の
黒
人
学
生
の
テ
ス
ト
結
果
が
、
た
と
え
ば
精
神
遅
滞
児
と
し
て
み
な

さ
れ
る
七
五
点
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
学
区
の
場
合
）
を
下
回
っ
た
の
で

ア
メ
リ
カ
社
会
言
語
学
と
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム

　

本
稿
の
テ
ー
マ
は
、
今
日
も
都
市
内
部
に
集
住
す
る
黒
人
の
大
多
数
が

日
常
言
語
と
し
て
用
い
る
黒
人
言
語（

2
）（
一
般
に
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ

人
英
語
（A

frican 
A

m
erican 

English

）
あ
る
い
は
黒
人
英
語

（Black English

）
と
呼
ば
れ
る
も
の
）
に
対
す
る
抑
圧
の
歴
史
で
あ
る
。

二
〇
世
紀
中
期
以
降
、
黒
人
と
白
人
の
共
学
が
始
ま
る
と
（
実
際
は
な
か

な
か
進
ま
な
か
っ
た
が
）、
黒
人
の
子
供
た
ち
は
、
黒
人
言
語
の
使
用
を

理
由
に
、
あ
る
い
は
Ｉ
Ｑ
テ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
特
殊
学
級
へ
の
編
入
や
留

年
を
強
制
さ
れ
て
き
た
（D

eBose 160︲62; Sm
itherm

an-D
onaldson 

論
説黒

人
言
語
学
史
に
み
る
人
種
主
義
の
変
遷

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
・
デ
ィ
ス
コ
ー
ス（

1
）

源
邦
彦
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カ
の
社
会
言
語
学
が
、
黒
人
言
語
、
ひ
い
て
は
黒
人
の
抑
圧
の
歴
史
に
、

ど
の
よ
う
な
役
割
を
演
じ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
論
考
す
る
。
黒
人
言
語

学
は
、
黒
人
と
白
人
と
を
対
等
に
扱
お
う
と
す
る
機
運
が
と
く
に
黒
人
の

あ
い
だ
で
高
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
白
人
の
地
位
が
脅
か
さ
れ
る
可
能
性
が

出
て
く
る
と
き
に
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
（
源
）。

そ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
時
期
に
し
た
が
い
、
黒
人
言
語
に
つ
い
て
の

科
学
的
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
の
形
成
過
程
は
、
第
一
期

：

一
八
八
〇
年
代
〜
一

九
三
〇
年
代
、
第
二
期

：

一
九
四
〇
年
代
〜
一
九
五
〇
年
代
、
第
三
期

：

一
九
六
〇
年
代
〜
一
九
七
〇
年
代
、
第
四
期

：

一
九
七
〇
年
代
〜
現
在
、

に
分
け
ら
れ
る
（Ibid.

）（6
）。
本
稿
は
、
第
三
期
に
新
し
く
生
ま
れ
た
パ

ラ
ダ
イ
ム
の
一
つ
、
白
人
言
語
学
者
た
ち
に
よ
る
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
・
デ
ィ

ス
コ
ー
ス
が
、
ど
の
よ
う
に
白
人
優
越
主
義
と
関
連
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
の
か
を
、
利
害
一
致
論
（interest 

convergence, 
Bell 

1980, 

2004

）
の
観
点
か
ら
論
考
す
る
。

利
害
一
致
論

　

黒
人
言
語
に
つ
い
て
の
支
配
的
な
言
語
学
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
の
発
展
は
、

長
き
に
わ
た
っ
て
、
白
人
と
黒
人
の
間
で
執
り
行
わ
れ
た
、「
利
害
一
致

（interest 
convergence

）」（Bell 
1980

）
の
結
果
で
あ
る
。
デ
リ
ッ

ク
・
ベ
ル
（D

errick Bell
）
の
い
う
利
害
一
致
論
は
、「
人
種
的
平
等
を

あ
る
（W

hite 
105︲13

）。
黒
人
の
言
語
は
、
心
理
学
や
社
会
学
で
は
、

先
天
的
か
つ
後
天
的
に
み
て
白
人
言
語
の
「
発
達
不
良
、
非
論
理
的
言
語

行
為
」（Bereiter, et al 112︲13

）
と
し
て
描
か
れ
た
の
で
あ
る
（W

il-

liam
s 

&
 

Rivers
）。
こ
れ
ら
は
、
黒
人
の
大
多
数
を
二
級
市
民
に
押
し

留
め
る
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
と
関
連
し
て
、
同

時
代
に
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
し
た
言
語
学
が
、
黒
人
に
対
す
る
人
種
主
義

に
一
役
を
買
っ
て
い
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

言
語
学
で
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
、
黒
人
言
語
に
つ
い
て
数
々
の
著
作

（e.g. 
H

arrison

）
が
人
種
主
義
に
加
担
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
一
九
六
〇
年
代
中
期
以
降
の
黒
人
解
放
運
動
、
ブ
ラ
ッ
ク
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
時
代
に
な
る
と
、
今
日
の
黒
人
言
語
学（

5
）の
主
流
派
に
直

結
す
る
、
そ
れ
ま
で
の
差
別
的
な
言
語
学
と
は
一
線
を
画
す
る
社
会
言
語

学
が
誕
生
し
た
。
こ
の
時
代
は
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
や
ア
メ
リ
カ
の
黒

人
社
会
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
政
府
や
慈
善
財
団
が
社
会
科
学
に
莫
大
な

投
資
を
行
う
時
期
で
（Sm

itherm
an-D

onaldson 
81 

）、
多
く
の
社
会

言
語
学
の
入
門
的
著
書
が
誕
生
し
た
（
井
出
・
金
丸
）。
一
九
六
〇
年
代
、

一
九
七
〇
年
代
の
社
会
言
語
学
は
、
学
者
個
々
人
の
レ
ベ
ル
で
は
言
語
的

平
等
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
白
人
優

越
主
義
に
迎
合
す
る
論
理
を
提
供
し
て
い
た
と
い
う
点
で
は
、
人
種
主
義

の
非
難
を
免
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

本
研
究
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
、
一
九
七
〇
年
代
に
誕
生
し
た
ア
メ
リ
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第
三
期
　

―
　

白
人
言
語
学
者
に
よ
る 

　
　
　
　
　
　
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
・
デ
ィ
ス
コ
ー
ス

　

マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
Ｊ
ｒ
の
暗
殺
で
公
民
権
運
動
が
失

速
し
、
か
わ
り
に
ブ
ラ
ッ
ク
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
台
頭
し
だ
す
一
九
六
〇

年
代
後
半
は
、
と
り
わ
け
、
一
人
の
カ
リ
ブ
出
身
ア
フ
リ
カ
系
奴
隷
子
孫

ク
レ
オ
ー
ル
言
語
学
者
ベ
リ
ル
・
ロ
フ
ト
マ
ン
・
ベ
イ
リ
ー
（Beryl 

Loftm
an Bailey

）
を
除
き
、
合
衆
国
ア
フ
リ
カ
系
奴
隷
子
孫
の
社
会
言

語
学
者
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い（

7
）。
こ
の
一
九
六
〇
年
代

中
期
以
降
は
、
黒
人
言
語
学
は
社
会
言
語
学
と
し
て
最
初
の
隆
盛
を
迎
え
、

官
民
か
ら
莫
大
な
研
究
資
金
が
、
黒
人
言
語
研
究
に
つ
ぎ
込
ま
れ
始
め
た

（D
illard 1973, 265 

）。
こ
の
ア
メ
リ
カ
社
会
言
語
学
が
興
っ
た
同
じ
時

代
に
は
、
黒
人
の
識
字
能
力
の
問
題
が
、
教
育
心
理
学
者
や
教
育
社
会
学

者
の
あ
い
だ
で
失
読
症
の
よ
う
な
欠
損
や
病
気
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た

（Labov 
1972, 

201 

）。
と
り
わ
け
、
黒
人
言
語
は
、
論
理
性
に
欠
け
た

白
人
言
語
の
発
達
不
全
と
し
て
扱
わ
れ
、
多
く
の
黒
人
の
子
供
た
ち
が
特

別
ク
ラ
ス
へ
編
入
さ
せ
ら
れ
た
り
、
精
神
遅
滞
児
と
同
じ
く
特
殊
学
級
に

入
れ
ら
れ
る
こ
と
で
、
社
会
的
上
昇
へ
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
（W

hite

）。
こ
の
よ
う
な
、
心
理
学
、
社
会
学
に
お
け
る
黒
人

言
語
に
対
す
る
人
種
主
義
を
論
駁
す
べ
く
生
ま
れ
た
こ
の
時
代
の
黒
人
言

語
学
は
、
黒
人
言
語
が
文
化
的
欠
陥
で
は
な
く
体
系
的
で
文
法
を
持
つ
こ

達
成
す
る
う
え
で
、
黒
人
の
利
害
が
調
整
さ
れ
る
の
は
、
白
人
の
利
害
に

一
致
す
る
と
き
の
み
で
あ
る
」（523 

）
と
い
う
考
え
に
基
づ
く
。
た
だ
し
、

黒
人
の
利
益
が
、
白
人
中
産
・
上
流
階
級
あ
る
い
は
白
人
の
優
位
を
脅
か

さ
な
い
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
。
利
害
が
一
致
し
た
と
き
の
み
、
表
面
的

か
つ
漸
進
的
に
、
黒
人
の
利
害
が
調
整
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

阻
害
要
因
の
た
め
に
本
質
的
な
変
化
は
起
こ
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
こ
の

利
害
一
致
ジ
レ
ン
マ
の
考
え
方
で
あ
る
（Bell 

2004

）。
こ
の
利
害
一
致

の
シ
ス
テ
ム
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
科
学
的
論
理
を
も
っ
て
正
当
化
さ
れ
、
そ

の
論
理
の
一
つ
を
提
供
す
る
の
が
言
語
学
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
言
語
学

を
含
む
社
会
科
学
に
お
い
て
は
、「
客
観
的
真
実
は
〔
…
…
〕
存
在
し
な

い
。
こ
れ
ら
の
領
域
で
は
、
真
実
は
支
配
の
目
的
の
た
め
に
作
り
出
さ
れ

る
社
会
的
構
築
物
で
あ
る
」（D

elgado &
 Stefancic 104 

）。
こ
の
論

理
に
し
た
が
え
ば
、
支
配
者
側
が
、
諸
言
語
に
、
異
な
る
科
学
的
定
義
・

基
準
・
解
釈
を
与
え
、
そ
の
定
義
・
基
準
・
解
釈
に
基
づ
い
て
、
諸
集
団

を
、
特
定
の
政
治
経
済
的
地
位
へ
と
割
り
当
て
る
の
が
、
こ
の
利
害
一
致

の
シ
ス
テ
ム
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
、
こ
の
利
害
一
致
論
は
、

法
律
学
や
批
判
的
人
種
理
論
（Critical Race T

heory

）
で
活
用
さ
れ

て
き
た
枠
組
み
で
あ
る
が
、
こ
の
理
論
を
言
語
学
の
成
立
過
程
の
批
判
的

分
析
に
援
用
し
た
い
。
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先
鞭
を
つ
け
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
ボ
フ
（W

illiam
 

Labov

）
の
議
論
を

取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
黒
人
言
語
を
、
固
有
言
語
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
、
標
準
語
の
拡
張
や
逸
脱
と
し
て
方
言
を
解
釈
す
る
た
め
の
、

言
語
学
上
の
方
法
論
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
言
語
学
的
手
法
は
、
言

語
間
の
類
似
性
を
強
調
す
る
の
か
、
相
違
性
を
強
調
す
る
の
か
と
い
う
二

者
択
一
の
問
題
で
あ
り
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
・
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
の
場
合
、
前

者
を
選
択
し
言
語
構
造
を
構
築
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

ラ
ボ
フ
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

数
年
前
ま
で
、
言
語
学
者
は
世
界
の
諸
言
語
の
違
い
を
強
調
し
、
互
い

の
違
い
が
ほ
ぼ
限
り
な
く
存
在
す
る
と
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
反
対
の
流
れ
が
今
日
の
言
語
学
で
は
強
ま
っ
て
い
る

―
諸
言
語
が
い
か
に
類
似
し
て
い
る
か
、
そ
れ
ら
の
言
語
が
い
か
に

同
様
の
規
則
で
同
じ
機
能
を
遂
行
し
て
い
る
の
か
に
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
。（Labov 1969, 40 

）

こ
の
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
で
は
、
こ
の
動
向
が
言
語
学
内
で
の
出
来
事
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
は
、
よ
り

大
き
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
見
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
欧
米
諸

国
が
国
家
建
設
を
ひ
と
段
落
さ
せ
、
国
家
内
の
分
離
独
立
（
ア
メ
リ
カ
で

あ
れ
ば
ブ
ラ
ッ
ク
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
）
を
回
避
す
る
動
き
が
出
て
き
た
と

と
を
、
半
世
紀
以
上
を
経
て
よ
う
や
く
言
語
学
的
に
認
め
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
論
理
は
、
そ
の
使
用
者
に
白
人
社
会
へ
の
平
等
な
全
員
参

加
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
中
期
以
降
の
、
白

人
言
語
学
者
た
ち
の
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
に
は
以
下
の
よ
う
な
共
通
点
が
あ
っ

た
。（

一
）
黒
人
言
語
は
文
法
を
持
つ
体
系
で
あ
る
（e.g. Baratz 1969; 

Fasold &
 W

olfram
; Labov 1972; Shuy

）

（
二
）
黒
人
言
語
は
非
標
準
語
で
あ
る
（e.g. D

illard 1973; Labov 

1972; Loflin; Stew
art 1967

）

（
三
）
社
会
的
成
功
の
た
め
に
は
、
非
標
準
語
で
あ
る
黒
人
言
語
で
は

な
く
、
標
準
語
が
必
要
で
あ
る
（e.g. 
Baratz 

1970; 
Peder-

son

）

（
四
）
黒
人
言
語
は
、
相
当
な
ま
で
に
（
場
合
に
よ
っ
て
は
、
英
語
以

外
の
言
語
と
捉
え
ら
れ
る
ま
で
に
）、
標
準
英
語
と
異
な
っ
て
い

る
（e.g. Baratz 1969; D

illard 1967; Fasold &
 W

olfram
; 

Labov 1972; Loflin; Stew
art 1967

）

以
下
、
こ
れ
ら
の
四
つ
の
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
が
各
言
語
学
者
の
発
言
に
ど
の

よ
う
に
現
れ
て
い
る
か
を
見
て
ゆ
く
。

　

ま
ず
、
こ
の
時
代
の
代
表
的
研
究
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
社
会
言
語
学
の
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（N
onstandard N

egro English

）
は
、
一
部
が
極
端
に
標
準
英
語
と

異
な
り
、
英
語
の
あ
る
一
般
規
則
が
ほ
か
の
方
言
内
で
機
能
す
る
環
境

と
頻
度
を
は
る
か
に
超
え
て
拡
張
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

拡
張
の
一
部
は
、
基
底
に
あ
る
ク
レ
オ
ー
ル
化
し
た
文
法
に
引
き
起
こ

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
ず
、
こ
の
文
法
は
、
複
雑
な
接
触
状
況

か
ら
生
ま
れ
た
ガ
ラ
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
そ
の
他
の
方

言
に
も
共
有
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
そ
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
形

態
素
の
簡
略
化
、
そ
し
て
、
よ
り
分
析
的
な
統
辞
の
発
達
に
見
ら
れ
る
、

「
ク
レ
オ
ー
ル
化
」
の
プ
ロ
セ
ス
で
説
明
が
つ
く
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
発
達
の
方
向
性
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
歴

史
的
説
明
が
な
さ
れ
よ
う
と
も
、
我
々
は
、
英
語
の
方
言
を
扱
っ
て
い

る
に
過
ぎ
ず
、
大
局
的
に
は
、
英
語
内
部
の
ほ
か
の
発
展
と
は
そ
れ
ほ

ど
違
わ
な
い
も
の
で
あ
る
〔
…
…
〕
標
準
語
と
非
標
準
語
は
表
面
的
に

は
明
確
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
両
者
と
も
、
同
じ
深
層

構
造
に
基
づ
い
て
お
り
、
同
じ
深
層
論
理
命
題
を
伝
達
す
る
た
め
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。（Labov 1969, 1, 14, 16, 41, 46︲7

）

「
英
語
を
外
国
語
と
し
て
教
え
る
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
悪
し
き

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
悪
し
き
理
論
的
原
則
に
則
っ

て
い
る
。
非
標
準
黒
人
英
語
は
英
語
に
と
っ
て
外
来
の
も
の
で
は
な
い
。

（Labov et al. 337 
）

き
、
ま
た
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
西
半
球
を
中
心
と
す
る
デ
ィ
ア
ス
ポ

ラ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
政
治
的
、
経
済
的
、
文
化
的
主
権
を
求
め
て
戦

い
始
め
、
そ
れ
に
対
し
て
欧
米
諸
国
主
導
の
世
界
秩
序
を
図
ろ
う
と
い
う

動
き
が
強
ま
っ
た
と
き
に
、
欧
米
諸
国
の
言
語
と
何
ら
か
の
関
連
性
が
あ

る
諸
言
語
の
自
立
性
、
す
な
わ
ち
、
相
違
性
・
固
有
性
を
弱
体
化
す
る
動

き
が
言
語
学
に
お
い
て
強
ま
っ
た
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
時
代
に
、
類
似
性
に
視
点
を
変
え
た
言
語
学
に
、
多
額
の
研
究
資
金

が
政
府
な
ら
び
に
非
政
府
組
織
か
ら
投
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
は
た
し
て
偶

然
だ
ろ
う
か
。
そ
の
類
似
性
を
限
り
な
く
強
調
し
た
の
が
、
こ
の
ラ
ボ
フ

で
あ
る
。
こ
の
認
識
に
基
づ
い
て
、
黒
人
言
語
の
言
語
学
的
な
立
ち
位
置

を
、
ラ
ボ
フ
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

我
々
は
、
非
標
準
英
語
を
〔
…
…
〕
以
下
の
よ
う
に
見
る
〔
…
…
〕
だ

ろ
う

―
そ
れ
自
体
で
独
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
英
語
と
い
う
大
社

会
言
語
構
造
の
不
可
欠
な
一
部
を
な
す
も
の
と
〔
…
…
〕
彼
ら
（
黒
人

学
生
）
の
非
標
準
土
着
語
は
、
大
部
分
の
白
人
非
標
準
諸
方
言
と
比
べ

る
と
、
標
準
英
語
か
ら
は
る
か
に
遠
い
関
係
に
あ
る
よ
う
だ
〔
…
…
〕

非
標
準
英
語
は
諸
規
則
か
ら
成
る
体
系
で
、
標
準
語
と
は
異
な
り
、
し

か
し
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
は
必
ず
し
も
劣

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
〔
…
…
〕
我
々
は
、
非
標
準
文
法
の
中
に
、

簡
素
化
へ
の
一
般
傾
向
を
観
察
で
き
る
〔
…
…
〕
非
標
準
黒
人
英
語
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が
、
英
語
の
「
方
言
」
と
し
て
扱
わ
れ
、
合
衆
国
本
土
の
奴
隷
子
孫
の
用

い
る
「
方
言
」
と
同
じ
連
続
体
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

そ
れ
ら
は
最
終
的
に
標
準
語
へ
と
向
か
う
べ
き
、
標
準
語
を
単
純
化
し
た

「
逸
脱
形
」（
ラ
ボ
フ
は
黒
人
言
語
を
「
逸
脱
」
と
は
明
言
せ
ず
、
標
準
語

の
「
拡
張
」「
一
般
化
」「
進
歩
」
と
し
て
議
論
し
て
い
る
（Labov 

et 

al. 
337︲8

））
と
し
て
、
社
会
進
化
論
的
ス
ケ
ー
ル
に
置
か
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
一
方
、
こ
の
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
の
問
題
は
、
ま
ず
、
基
本
的
に
白

人
の
言
語
で
あ
る
も
の
を
、
政
治
的
中
立
を
装
い
、「
標
準
語
」
と
い
う

用
語
で
指
し
示
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
（Sm

itherm
an 

1972, 
85 

）。

さ
ら
に
、
使
用
す
る
こ
と
ば
の
特
徴
に
関
わ
ら
ず
、
平
等
に
門
戸
を
開
く

こ
と
が
で
き
て
い
な
い
白
人
社
会
に
問
題
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

れ
を
「
非
標
準
語
」
の
問
題
へ
と
転
嫁
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
に
お
け

る
言
語
習
得
が
成
功
す
る
た
め
に
は
、
学
校
外
で
そ
の
言
語
を
用
い
る
機

会
が
豊
富
に
あ
る
こ
と
が
条
件
と
し
て
時
々
指
摘
さ
れ
る
が
（e.g. Coo-

per 56; W
olfram

 &
 Fasold 143 

）、
多
く
の
黒
人
学
生
が
、
学
校
で

接
触
す
る
白
人
言
語
を
自
然
に
操
れ
る
よ
う
に
な
る
、
と
く
に
そ
の
発
信

能
力
を
習
得
す
る
こ
と
は
考
え
が
た
い
（Baratz 

31 

）、
と
い
う
側
面

に
十
分
に
注
意
が
払
わ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ラ
ボ
フ
の
デ
ィ
ス
コ

ー
ス
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
的
表
現
や
解
釈
で
溢
れ
て
お
り
、
前
代
の
あ
か

ら
さ
ま
な
人
種
主
義
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
を
用
い
て
は
い
な
い
が
、
大
多
数
の

黒
人
下
層
階
級
の
言
語
を
あ
る
意
味
否
定
す
る
そ
の
論
理
は
、
本
質
的
に

ラ
ボ
フ
の
論
理
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。（
一
）
黒
人
言
語
は

英
語
の
方
言
で
あ
る
、（
二
）
黒
人
言
語
は
諸
規
則
を
束
ね
た
体
系
を
な

す
、（
三
）
こ
れ
ら
の
諸
規
則
は
標
準
語
（
白
人
エ
リ
ー
ト
の
言
語
）
に

も
共
有
さ
れ
、
標
準
語
を
拡
張
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
、（
四
）
黒
人
言

語
は
、
白
人
大
衆
の
用
い
る
ど
の
言
語
（
非
標
準
方
言
）
よ
り
も
、
白
人

エ
リ
ー
ト
の
使
う
言
語
（
標
準
語
）
と
か
け
離
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、
他

の
同
時
代
の
学
者
た
ち
が
主
張
す
る
よ
う
に
外
国
語
に
似
た
存
在
と
は
受

け
止
め
て
い
な
い
）、（
五
）
黒
人
言
語
の
体
系
の
一
部
は
、
ク
レ
オ
ー
ル

と
関
連
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
、
そ
し
て
、
上
述
の
引
用
に
は
含
ま
れ

て
い
な
い
が
、（
六
）
非
標
準
語
と
し
て
の
黒
人
言
語
を
維
持
・
振
興
す

る
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
重
要
な
点
に
つ
い
て
は
触
れ
ず
、「
学
校
の
基

本
的
な
役
割
は
標
準
英
語
の
読
み
書
き
を
教
授
す
る
こ
と
で
あ
る
」

（Ibid. 
4 

）、
と
主
張
す
る
。
ラ
ボ
フ
の
議
論
で
最
も
重
要
な
点
は
、
黒

人
言
語
を
体
系
と
し
て
認
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
と
ば

と
し
て
の
正
当
性
を
認
め
た
と
い
う
点
で
、
一
九
五
〇
年
代
ま
で
の
黒
人

言
語
の
言
語
と
し
て
の
正
当
性
を
否
定
す
る
方
言
学
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
、
同

時
代
の
黒
人
言
語
を
認
知
的
欠
陥
と
み
な
す
心
理
学
的
、
社
会
学
的
デ
ィ

ス
コ
ー
ス
と
は
明
ら
か
に
一
線
を
画
す
。
そ
の
一
方
で
、
ガ
ラ
語
、
ジ
ャ

マ
イ
カ
語
な
ど
、
多
く
の
場
合
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
語
や
ア
フ
リ
カ
諸
語
か

ら
独
立
し
た
言
語
体
系
、
す
な
わ
ち
ク
レ
オ
ー
ル
語
と
解
釈
さ
れ
る
も
の
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位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
社
会
言
語
学
が
主
張
す
る
、
標
準
方
言
と
非
標

準
方
言
を
対
等
な
方
言
と
み
な
す
論
理
が
い
か
に
非
論
理
的
か
が
わ
か
る
。

そ
も
そ
も
「
標
準
―
非
標
準
」
と
い
う
関
係
自
体
が
平
等
で
は
な
い
。
そ

こ
で
、
非
標
準
白
人
方
言
と
い
う
表
現
を
持
ち
出
す
者
も
い
る
が
、
そ
の

不
平
等
な
関
係
性
が
是
正
さ
れ
る
に
は
至
ら
な
い
。「
標
準
―
非
標
準
」

と
い
う
関
係
は
、
一
般
社
会
で
こ
の
知
識
が
消
費
さ
れ
る
と
き
に
は
、
非

標
準
は
望
ま
し
く
な
い
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
も
そ

も
そ
の
よ
う
な
差
別
的
な
表
現
を
科
学
で
用
い
る
こ
と
の
不
適
切
性
が
問

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
文
法
を
備
え
た
言
語
と
し

て
の
体
系
性
、
正
当
性
は
認
め
る
一
方
で
、
非
標
準
言
語
の
使
用
者
と
し

て
黒
人
の
大
多
数
を
二
級
市
民
に
押
し
留
め
て
お
く
論
理
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
は
な
い
。
さ
ら
に
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
は
ラ
ボ
フ
と
同
じ
よ
う
に
、

ク
レ
オ
ー
ル
語
を
英
語
変
種
、
す
な
わ
ち
英
語
の
方
言
と
し
て
解
釈
し

（cf. Stew
art 1964; D

illard 1967

）、
す
べ
て
の
黒
人
言
語
変
種
を
、

英
語
と
い
う
言
語
連
続
体
上
に
位
置
づ
け
、
黒
人
言
語
が
英
語
か
ら
独
立

し
た
固
有
の
体
系
と
し
て
成
立
す
る
道
を
閉
ざ
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ア

フ
リ
カ
系
奴
隷
子
孫
が
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
民
族
）
と
し
て
、
固
有
の
言
語
を

有
し
、
政
治
的
に
自
立
す
る
選
択
肢
が
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
一
方
、

非
標
準
白
人
方
言
以
上
に
標
準
か
ら
逸
脱
し
た
、
外
国
語
に
例
え
ら
れ
る

よ
う
な
存
在
と
し
て
黒
人
言
語
を
捉
え
て
お
り
、
科
学
的
基
準
を
柔
軟
に

調
整
し
、
白
人
言
語
と
の
相
違
点
を
強
調
す
れ
ば
、
黒
人
言
語
が
英
語
以

は
、
大
多
数
の
黒
人
が
白
人
社
会
へ
参
加
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
と

に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
黒
人
言
語
の
ク
レ
オ
ー
ル
起
源
を
よ
り
強
調
し
た
論
理
が
、
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
（W

illiam
 

Stew
art

）
に
よ
っ
て
示
さ
れ

る
。
彼
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

一
九
世
紀
中
期
に
至
る
ま
で
、
北
ア
メ
リ
カ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

野
外
労
働
者
で
あ
っ
た
黒
人
奴
隷
の
う
ち
、
新
世
界
で
生
ま
れ
た
多
数

の
奴
隷
で
さ
え
も
、
あ
る
英
語
変
種
、
実
際
は
本
物
の
ク
レ
オ
ー
ル
語

―
文
法
構
造
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
か
ら
直
接
持
ち
込
ま
れ
た
諸
方
言
、

そ
し
て
、
初
期
の
白
人
植
民
者
の
子
孫
に
よ
っ
て
新
世
界
で
改
造
さ
れ

た
こ
と
ば
と
は
著
し
く
異
な
っ
て
い
る

―
を
話
し
て
い
た
〔
…
…
〕

今
日
の
ア
メ
リ
カ
黒
人
の
非
標
準
こ
と
ば
は
、
そ
の
ク
レ
オ
ー
ル
の
構

造
的
形
跡
を
留
め
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
が
お
そ
ら
く
、
黒
人
の

非
標
準
こ
と
ば
が
、
部
分
的
に
、
最
も
教
養
の
な
い
ア
メ
リ
カ
白
人
の

非
標
準
こ
と
ば
以
上
に
標
準
英
語
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
所
以
で
あ
る

〔
…
…
〕
多
く
の
点
に
お
い
て
、
非
標
準
方
言
を
抱
え
て
学
校
に
入
っ

て
く
る
黒
人
の
子
供
の
苦
境
は
、
ア
メ
リ
カ
の
学
校
に
入
学
す
る
外
国

語
話
者
の
子
供
た
ち
の
苦
境
に
似
て
い
る
。（Stew

art 1967, 3, 14 

）

標
準
語
か
ら
「
逸
脱
」
し
た
こ
と
ば
と
し
て
、
黒
人
言
語
が
よ
り
明
確
に
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技
術
を
用
い
る
こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
〔
…
…
〕 

（D
illard 

1967, 8 

）

デ
ィ
ラ
ー
ド
の
論
は
、
以
下
の
五
点
に
絞
ら
れ
る
。（
一
）
黒
人
言
語
は

脱
ク
レ
オ
ー
ル
語
化
し
た
も
の
で
あ
る
、（
二
）
黒
人
言
語
は
、
英
語
の

方
言
を
な
す
体
系
で
あ
る
、（
三
）
黒
人
言
語
は
標
準
英
語
と
は
著
し
く

異
な
る
、（
四
）
黒
人
言
語
は
非
標
準
方
言
、
す
な
わ
ち
、
標
準
語
の
逸

脱
で
あ
る
（
標
準
語
と
い
う
用
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
自
体
が
こ
の
解
釈

を
暗
示
）、（
五
）
黒
人
言
語
は
、
言
語
教
育
上
は
、
第
二
言
語
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
黒
人
言
語
は
、
語
彙

で
は
な
く
文
法
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
「
大
き
く
異
な
る
体
系
が
見
出
さ
れ

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
決
し
て
そ
の
絶
対
的
自
立
性

を
認
め
な
い
、
つ
ま
り
、
標
準
英
語
の
逸
脱
と
し
て
し
か
見
な
さ
な
い
と

い
う
主
張
は
、
他
の
言
語
学
者
た
ち
と
も
共
通
す
る
。

　

そ
し
て
、
最
後
に
、
黒
人
言
語
を
英
語
と
は
異
な
る
言
語
だ
と
す
る
解

釈
を
可
能
に
す
る
最
も
強
い
主
張
を
取
り
上
げ
る
。
そ
れ
は
、
マ
ー
ビ

ン
・
ロ
フ
リ
ン
（M

arvin Loflin

）
で
あ
る
。
ロ
フ
リ
ン
は
言
う
。

都
市
言
語
研
究
に
お
け
る
現
在
進
行
中
の
研
究
は
、
非
標
準
黒
人
英
語

が
多
く
の
点
に
お
い
て
標
準
英
語
と
類
似
し
て
い
る
と
い
う
考
え
を
肯

定
し
続
け
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
音
韻
的
、
形
態
音

外
の
言
語
で
あ
る
と
い
う
解
釈
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
こ
の
最
後
の
点
に
お
い
て
は
、
ジ
ョ
エ
ル
・
デ
ィ
ラ
ー
ド
（Joel 

D
illard

）
も
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
と
同
様
の
議
論
を
繰
り
返
す
。

（
黒
人
英
語
を
注
意
深
く
調
査
す
る
こ
と
で
、）
一
七
世
紀
の
イ
ギ
リ

ス
人
の
言
語
の
特
徴
、
よ
く
比
較
さ
れ
る
ア
パ
ラ
チ
ア
方
言
の
よ
う
な

現
代
の
白
人
諸
方
言
の
特
徴
と
は
随
分
異
な
っ
た
深
層
パ
タ
ー
ン
が
見

え
て
く
る
。
よ
り
深
く
、
注
意
深
く
分
析
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
よ
り
大

き
な
差
異
が
見
つ
か
る
〔
…
…
〕
標
準
英
語
で
見
当
た
ら
な
い
語
彙
は

使
わ
れ
て
い
な
い
〔
…
…
〕
し
か
し
な
が
ら
、
統
語
分
析
す
る
こ
と
で
、

大
き
く
異
な
る
体
系
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
〔
…
…
〕
黒
人
英
語
基

層
語
（basilect

）〔
…
…
〕
の
文
法
は
特
定
の
ア
フ
ロ
ア
メ
リ
カ
ン
諸

変
種
に
よ
く
似
て
い
る
〔
…
…
〕
し
か
し
な
が
ら
、
即
決
の
解
決
策

―
奴
隷
が
話
し
た
ア
フ
リ
カ
諸
語
か
ら
直
接
の
影
響
を
受
け
た
と
い

う
解
釈

―
は
あ
ま
り
に
単
純
で
、
奴
隷
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
異
な
る
言
語

使
用
者
を
混
合
し
た
と
い
う
史
実
か
ら
し
て
、
あ
り
得
な
い
も
の
で
あ

る
。（D

illard 1973, 40, 73 

）

（
黒
人
の
）
子
供
の
言
語
体
系
が
、
標
準
英
語
と
は
根
本
的
に
異
な
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
に
、
標
準
語
教
育
問
題
を
、
第
二
言
語
の
教
育
問

題
と
し
て
扱
い
、
英
語
を
外
国
語
と
し
て
教
え
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
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言
語
の
発
達
障
害
で
あ
り
非
論
理
的
言
語
行
為
で
あ
る
と
い
う
同
時
代
の

ス
テ
ー
タ
ス
か
ら
、
文
法
を
備
え
た
体
系
と
し
て
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
が
最
も
大
き
な
点
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
白
人
側
の
利
害
と
し
て

は
、
黒
人
の
言
語
行
動
が
白
人
の
言
語
行
動
と
あ
る
意
味
平
等
で
あ
る
こ

と
を
認
め
、
そ
れ
を
黒
人
英
語
と
し
て
、
白
人
言
語
の
拡
張
や
派
生
物
と

し
て
、
英
語
（
白
人
言
語
）
と
い
う
社
会
言
語
構
造
の
一
部
分
と
し
て
の

差
異
、
固
有
性
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
国
内
外
の
黒
人

と
第
三
世
界
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
（cf. 

D
udziak

）。
以
上
の
よ
う
に
、
白
人
と
黒
人
の
利
害
が
一
致
す

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
あ
と
は
、
白
人
エ
リ
ー
ト
の
優
位
を
保
つ
こ
と
が

条
件
と
な
る
の
で
、
白
人
エ
リ
ー
ト
の
言
語
で
あ
る
標
準
英
語
に
対
し
、

黒
人
言
語
を
非
標
準
英
語
と
位
置
づ
け
る
、
つ
ま
り
黒
人
言
語
を
白
人
言

語
の
逸
脱
と
し
て
位
置
づ
け
、
黒
人
言
語
で
は
な
く
白
人
言
語
で
の
み
白

人
社
会
に
参
加
で
き
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
、
黒
人
の
多
数
を
二

級
市
民
に
押
し
と
ど
め
て
お
く
こ
と
を
同
時
に
成
し
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

前
時
代
と
比
べ
あ
か
ら
さ
ま
に
人
種
主
義
的
な
、
生
物
学
的
な
表
現
は
用

い
ら
れ
ず
、
よ
り
巧
妙
な
言
い
回
し
が
用
い
ら
れ
る
新
人
種
主
義
の
時
代

が
始
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
最
後
の
点
に
関
し
て
は
、
一
九
七
三
年
、

言
語
学
、
心
理
学
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
を
専
門
と
す
る
黒
人
グ
ル

ー
プ
が
抗
議
の
声
明
文
を
出
し
、
“substandard

” 

“urban N
egro dia-

lect

” 

“Negro non-standard English

” 

“Negro dialect

” 

“Black 

素
的
、
助
動
詞
的
、
変
形
的
構
造
は
、
特
別
な
教
授
法

―
も
っ
と
も

効
果
的
で
あ
る
た
め
に
は
、
外
国
語
の
教
授
法
に
習
う
べ
き
教
授
法
を

必
要
と
す
る
く
ら
い
十
分
に
異
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
非

標
準
黒
人
英
語
の
文
法
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
試
み
か
ら
、
そ
れ
と
標

準
英
語
の
あ
い
だ
に
あ
る
類
似
性
は
表
面
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示

唆
さ
れ
る
。
現
研
究
段
階
に
お
い
て
、
非
標
準
黒
人
英
語
を
よ
り
完
全

に
記
述
す
る
こ
と
で
、
外
国
語
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
文
法
体
系
が
見

出
さ
れ
る
こ
と
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。（Loflin 1313

）

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
主
張
さ
れ
た
中
で
最
も
強
く
、
黒
人
言
語
の
固

有
言
語
説
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
外
国
語
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
べ

き
文
法
が
、
黒
人
言
語
に
見
出
さ
れ
る
と
い
う
主
張
が
そ
う
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
も
、
黒
人
言
語
は
、
標

準
英
語
の
逸
脱
と
し
て
、
非
標
準
英
語
と
し
て
議
論
さ
れ
る
と
い
う
リ
ベ

ラ
リ
ズ
ム
・
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
に
変
わ
り
は
な
い
。

利
害
一
致
論
か
ら
の
考
察

　

ま
ず
黒
人
側
の
利
害
と
し
て
調
整
さ
れ
た
内
容
は
、
言
語
学
に
お
け
る

黒
人
言
語
が
白
人
言
語
の
誤
り
で
あ
り
独
自
の
文
法
体
系
は
有
し
な
い
と

い
う
一
九
四
〇
年
代
、
一
九
五
〇
年
代
の
ス
テ
ー
タ
ス
、
あ
る
い
は
白
人
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的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
語
彙
の
ほ
と
ん
ど
が
英
語
で
あ
る
が
文
法
的
に
は
大

き
く
異
な
る
合
衆
国
内
の
諸
言
語
を
、
英
語
と
の
類
似
性
を
強
調
す
る
こ

と
で
英
語
の
二
級
方
言
と
し
て
解
釈
す
る
見
方
）、
帝
国
主
義
的
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
（
語
彙
の
ほ
と
ん
ど
が
英
語
で
あ
る
が
文
法
的
に
は
大
き
く
異
な

る
合
衆
国
外
の
諸
言
語
を
、
英
語
と
の
類
似
性
を
強
調
す
る
こ
と
で
英
語

の
二
級
方
言
と
し
て
解
釈
す
る
見
方
）
を
受
け
入
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
、

興
味
深
い
一
致
を
見
せ
る
。
彼
ら
は
、
世
界
中
の
例
か
ら
、
方
言
と
呼
ば

れ
る
こ
と
ば
が
、
独
立
し
た
固
有
言
語
と
し
て
扱
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
知
り
な
が
ら
も
、
ま
た
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
よ
う
な
固
有
言
語
と

し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
当
該
言
語
を
用
い
る
集
団
の
人
権
保
護
と
深
く

関
係
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
あ
え
て
言
及
し
な
か
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
、
黒
人
の
言
語
を
白
人
の
言
語
と
同
じ
く
言
語
と
し
て

の
正
当
性
を
有
す
る
と
譲
歩
し
な
が
ら
も
、
つ
ま
り
、
表
面
的
な
改
善
は

施
さ
れ
な
が
ら
も
、
非
標
準
語
と
し
て
黒
人
言
語
を
第
二
級
の
ス
テ
ー
タ

ス
に
押
し
と
ど
め
白
人
エ
リ
ー
ト
の
言
語
で
あ
る
標
準
語
を
上
位
に
置
く

と
い
う
や
り
方
が
、
そ
し
て
黒
人
言
語
の
み
を
主
に
用
い
白
人
言
語
の
発

信
能
力
に
は
到
達
し
な
い
多
数
の
黒
人
を
第
二
級
市
民
に
押
し
と
ど
め
る

と
い
う
や
り
方
が
、
ま
さ
に
、
デ
リ
ッ
ク
ベ
ル
の
い
う
利
害
一
致
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

English
”と
い
う
名
称
を
“Ebonics

”に
改
称
し
、
黒
人
言
語
が
英
語
と

は
異
な
る
ア
フ
リ
カ
系
の
固
有
言
語
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
行
っ
て
い
る

（M
inam

oto 208︲11

）。
こ
の
抗
議
運
動
は
、
そ
の
後
の
黒
人
言
語
学
で

は
ほ
と
ん
ど
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
現
在
も
六
〇
年
代
、
七
〇

年
代
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
・
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
が
支
配
的
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
と
関
連
し
て
、
各
研
究
が
黒
人
言
語
が
外
国
語
と
呼
べ
る
ほ
ど
白

人
言
語
と
異
な
っ
て
い
る
と
言
及
し
な
が
ら
も
、
黒
人
言
語
を
英
語
以
外

の
言
語
と
は
位
置
付
け
な
か
っ
た
こ
と
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
万
が
一
、

黒
人
言
語
が
英
語
以
外
の
言
語
と
し
て
独
立
し
た
地
位
を
与
え
ら
れ
れ
ば
、

初
等
中
等
教
育
法
第
七
条
二
言
語
使
用
教
育
法
（Bilingual Education 

A
ct 

of 
1968

）
の
適
用
に
よ
り
、
子
供
た
ち
の
母
語
の
維
持
に
加
え
、

英
語
の
習
得
も
促
進
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
ブ
ラ

ッ
ク
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
刺
激
し
、
自
治
権
要
求
や
分
離
独
立
運
動
、
奴

隷
制
に
対
す
る
補
償
運
動
へ
の
一
助
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ

れ
は
、
白
人
社
会
へ
の
統
合
を
目
指
す
公
民
権
運
動
派
を
擁
護
し
分
離
独

立
を
目
指
す
ブ
ラ
ッ
ク
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
を
敵
視
す
る
当
時
の
政
府
に
は
、

到
底
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
結
果
で
あ
る
。
合
衆
国
政
府
は
、
殊
に
非
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
系
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
対
し
て
は
容
赦
な
い
英
語
同
化
政
策
を

採
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（cf. 

Craw
ford

）
を
有
し
て
い

る
が
、
こ
の
リ
ベ
ラ
ル
派
言
語
学
者
た
ち
は
、
同
様
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
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（
1
）
本
研
究
は
、
源
（2018

）
と
同
じ
く
、Bell

の
利
害
一
致
論
（interest 

convergence

）
の
枠
組
み
で
、
黒
人
言
語
に
関
す
る
言
語
学
研
究
の
歴

史
を
、
批
判
的
に
再
考
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
前
研
究
は
、
一
八

八
〇
年
代
か
ら
一
九
五
〇
年
代
ま
で
の
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
の
変
遷
を
扱
っ
て

い
る
。

（
2
）
本
稿
で
は
、
黒
人
の
大
多
数
が
日
常
言
語
と
し
て
用
い
る
こ
と
ば
の
呼
称

と
し
て
、「
黒
人
言
語
」
を
使
用
す
る
。
こ
れ
は
、D

uncan

の
用
法

“black language

”を
翻
訳
借
用
し
た
も
の
で
、
黒
人
の
言
語
を
英
語
の

方
言
あ
る
い
は
英
語
と
は
異
な
る
言
語
と
は
判
断
し
な
い
た
め
の
、
言
い

換
え
れ
ば
、
ど
ち
ら
の
定
義
と
も
解
釈
で
き
る
用
法
で
あ
る
。

（
3
）
筆
者
が
、
二
〇
一
三
年
の
夏
、
南
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
あ
る
学
区
の
特
殊
学

級
の
教
員
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
際
、
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
が

特
殊
学
級
に
編
入
さ
せ
ら
れ
る
主
な
理
由
は
、「
ス
ピ
ー
チ
（speech

）」

と
「
勉
学
に
取
り
組
む
態
度
（academ

ic attitudes

）」
で
あ
っ
た
。
彼

女
は
、
そ
れ
ら
の
理
由
に
つ
い
て
仔
細
に
語
る
こ
と
は
無
か
っ
た
が
、
そ

れ
ら
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
ド
ゥ
ボ
ー
ズ
（D

ebose

）
が
、
そ
の
理

由
と
し
て
取
り
上
げ
る
「
ス
ピ
ー
チ
障
害
（speech 

pathology

）」
な

ら
び
に
「
学
習
障
害
（learning disorders

）」
と
興
味
深
い
一
致
を
見

せ
る
。
こ
れ
は
、
現
在
も
以
前
と
同
じ
よ
う
な
理
由
で
黒
人
学
生
が
特
殊

学
級
に
編
入
さ
せ
ら
れ
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
が

先
鋭
化
し
た
最
近
の
事
象
と
し
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

市
教
育
委
員
会
が
一
九
九
六
年
に
可
決
し
た
エ
ボ
ニ
ク
ス
決
議
が
あ
る
。

異
常
な
割
合
の
黒
人
学
生
が
特
殊
学
級
に
編
入
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
打
開
策

の
一
つ
と
し
て
、
黒
人
学
生
の
第
一
言
語
が
西
ア
フ
リ
カ
を
起
源
と
し
て

持
つ
エ
ボ
ニ
ク
ス
と
し
て
定
義
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
4
）
黒
人
の
子
供
に
“dust

”と
い
う
語
の
意
味
を
尋
ね
る
と
、
そ
の
黒
人
の

子
供
は
、
黒
人
の
文
化
的
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
“money

”と
回
答
す
る
。

白
人
文
化
に
準
拠
し
た
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
の
辞
書
で
は
“fine, 

pow
dery 

particles of the earth

”と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
Ｉ
Ｑ
テ
ス
ト
で
は

不
正
解
と
な
る
が
、
た
と
え
ば
、
黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
は
“The 

dude 
had 

big 
dust.

”と
い
う
と
、
“The 

person 
had 

a 
lot 

of 
m

oney.

”を
意
味
し
て
い
る
（W

hite 109

）。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
基

づ
き
、
黒
人
文
化
に
準
拠
し
た
Ｉ
Ｑ
テ
ス
ト
と
し
て
、
“Black 

Intelli-
gence T

est of Cultural H
om

ogeneity 

（BIT
CH

）”が
、
Ｉ
Ｑ
テ
ス

ト
の
結
果
ゆ
え
に
大
学
進
学
を
一
度
は
諦
め
た
（Prof. 

Robert 
W

il-
liam

s

）、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
（
セ
ン
ト
ル
イ
ス
）
心
理
学
名
誉
教
授
ロ
バ

ー
ト
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
（cf. W

illiam
s 1972

）。

（
5
）
黒
人
言
語
学
と
は
、
“black 

linguistics

”の
翻
訳
で
あ
り
、
黒
人
言
語

に
つ
い
て
の
言
語
学
的
研
究
の
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
6
）
各
時
期
の
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
は
、
明
確
な
境
界
線
を
設
定
で
き
る
も
の
で
は

な
く
、
各
時
期
を
ま
た
い
で
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
な
し
て
い
る
と
い
っ
て

よ
い
。

（
7
）
フ
ァ
ニ
ー
タ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
（Juanita 

W
illiam

son

）
は
、
こ
の

時
代
の
合
衆
国
奴
隷
子
孫
の
言
語
学
者
で
あ
る
が
、
彼
女
は
方
言
学
の
専

門
で
あ
り
、
黒
人
言
語
と
い
う
固
有
の
体
系
の
存
在
を
否
定
し
て
い
る

（cf. W
illiam

son

）。
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